
て
ん

り

？

，

じ

茎
骨

天
龍
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
新
宿
区
生
涯
学
習
財
団

４
　
調
査
担
当
者
　
大
八
木
謙
司

。
野
本
賢
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代
後
期
―
明
治
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
新
宿
区
の
西
南
端
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の
東
約
三
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。

延
宝
年
間

（
三
ハ
±
一Ｔ

一
六
八
し

ま
で
は
千
駄
ヶ
谷
村
の
入
会
地
と
な
っ
て

い
た
が
、
天
和
三
年

（
三
ハ
八

〓
し
牛
込
か
ら
移
転
し
た
曹
洞

宗
の
寺
院
、
護
本
山
天
龍
寺
の

敷
地
と
な
る
。
天
龍
寺
は
江
戸

城
か
ら
見
て
裏
鬼
門
の
位
置
に

防

あ
た
り
、
幕
府
の
保
護
も
篤
く
、

立ロ醐
徳
川
家
に
最
も
関
わ
り
の深
い

棘
寺
院
の
一つ
で
あ
つた
。
天
龍

寺
は
現
在
も
調
査
地
の
南
側
に

所
在
す
る
。

今
回
の
調
査
は
ビ
ル
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
区
は
東
西
約
四
〇
ｍ
南
北

一
五
ｍ
、
調
査
面
積
は
約
六
二
〇
ポ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
池

全
ハ
〇
号
遺

構
▼

土
坑

。
ご
み
穴

・
植
栽
痕
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
、
文
献
や
絵
図
に
は

現
わ
れ
な
い
寺
院
庭
園
の
一
部
の
発
見
と
い
う
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
調
査
地
が
天
龍
寺
門
前
町
屋
に
近
い
庫
裏
の

北
東
部
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

木
簡
は
、
池

全
ハ
○
号
遺
構
）
か
ら
四
点
出
土
し
た
。
池
は
、
調
査
区
の
南

東
部
に
位
置
し
、
東
西

一
九

・
五
ｍ
以
上
、
南
北
八

・
五
ｍ
以
上
、
確
認
面
か

ら
の
深
さ
は
最
大
で
Ｏ

。
九

ｍ
を
測
る
。
平
面
形
は
、
不
整
円
形
や
不
整
形
な

ど
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
り
、
全
体
と
し
て

「心
」
字
状
を
呈
す
る
。
中
島

や
外
郭
線
に
は
乱
杭
に
よ
る
護
岸
が
施
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
絵
図
や
文

書
に
は
池
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
池
は
天
龍
寺
旧
境
内
の
北
東
部
に

位
置
す
る
。
埋
土
に
は
肥
前
系
と
瀬
戸

・
美
濃
系
を
中
心
と
す
る
陶
磁
器
類
、

下
駄

・
箸

・
桶
樟
な
ど
の
木
製
品
、
寛
永
通
宝
を
中
心
と
す
る
銭
貨

（
一
部
は

絹
銭
状
を
な
す
）、
瓦
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
の
遺
物
が
多
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
池
廃
絶
時
に
埋
め
ら
れ
た
ご
み
と
み
ら

れ
る
。
最
終
的
な
廃
絶
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
輸
入
さ
れ
る
ブ
タ
の
骨
が
出

土
す
る
こ
と
か
ら
、　
一
人
七
〇
年
代
か
ら
人
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
遺
跡
全
体
の
遺
構
か
ら
、
肥
前
系
陶
器
小
鉢
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、

一
部
の
高
台
に
は

「衆
寮
」
「茶
堂
」
な
ど
の
墨
書
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど



2004年出土の木簡

が
寺
の
施
設

（建
物
）
の
什
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
　
納
豆四
ッ
谷

天

龍

寺

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

戯

岸
∞
巽

輌

∞

ｏ
盆

②
　
。
「
　
　
明士
口　
煙
草
店

ｏ
　
　
松
□
　
□
事
負
吉
□

□
　
嚇
問
屋
□
ロ
ロ印
　
　
　
　
」

。
「
若
松
日
□
安
日
□
め
で
　
む
□

ｏ
日
日
日
□
安
口
日
日
―Ｉ
Ｈ
日
日
］

日
日
日
□
安
安
日
Ｈ
日
日
日
回
」
　
　
　
�∞契
瑠
添

ｏ〓

「□
の
□
し

小
関
浴
□
」

「箱
ゐ
せ
」

②
は
池
上
層
か
ら
出
土
し
た
。
材
は
ス
ギ
の
板
目
材
。
上
部
中
央
に
径
二
ｍｍ

の
穿
孔
が
あ
り
、
掛
札
と
み
ら
れ
る
。
表
記
し
た
も
の
以
外
に
も
多
数
の
墨
痕

が
認
め
ら
れ
る
。
「煙
草
店
」
「問
屋
□
□
品
」
以
外
は
習
書
と
み
ら
れ
る
が
、

異
筆

・
追
筆
の
判
断
は
難
し
い
。

①
は
、
箱
物
の
部
材
の
一
部
に
墨
書
し
た
も
の
か
。
材
は
ス
ギ
。

い
は
、
桶
ま
た
は
檸
の
側
板
に
墨
書
し
た
も
の
。
材
は
モ
ミ
属
。

９
　
関
係
文
献

⑭
新
宿
区
生
涯
学
習
財
団

『天
龍
寺
跡
』
０
一〇
〇
四
年
）

（野
本
賢
二
）

(4)い
は
塩
納
豆
の
容
器
の
曲
物
蓋
板
で
あ
る
。
材
は
ト
ウ
ヒ
属
。
木
目
と
直
交

す
る
方
向
に
文
字
を
記
す
。
天
龍
寺
文
書
に
よ
る
と
、
天
龍
寺
で
は
幕
府
関
係

者
や
檀
家
に
対
す
る
歳
暮
や
年
始
の
贈
答
用
に
塩
納
豆
を
製
造
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
不
使
用
品
が
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
龍
寺
と
直
接
関
わ
る

数
少
な
い
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

］
中
ω
×

ｏ
卜
×

『
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
ω
『
×

伽
∞
×

∞
　

ｏ
ｏ
Ｐ

‐「一̈”い］中̈”̈中中̈中中”中̈一一〕̈中中̈̈中̈”】一いい」‐

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

確
馬
閣
昭
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